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　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】  ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 電 池 ケ ー ス で 内 部 を 密 閉

電 池 に お い て 、
電 池 ケ ー ス の 外 表 面 に

形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 電 池 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 電 池 ケ ー ス を 用 い た 電 池 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
　 小 型 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 は 、 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 、 ケ ー ス 本 体 部 １ ａ と 蓋 部 １ ｂ
か ら な る 箱 型 の 電 池 ケ ー ス １ 内 に 図 示 し な い 発 電 要 素 等 を 密 閉 す る よ う に な っ て い る 。 こ
の よ う な 小 型 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 電 池 ケ ー ス １ は 、 以 前 は ケ ー ス 本 体 部 １ ａ と 蓋 部 １
ｂ に ニ ッ ケ ル メ ッ キ を 施 し た 鋼 板 や ス テ ン レ ス 鋼 材 を 用 い て い た が 、 最 近 で は 、 電 池 の 軽
量 化 の た め に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 を 用 い る こ と が 多 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 大 型 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 は 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う に 、 ケ ー ス 本 体 部 １ ａ と 蓋
部 １ ｂ か ら な る 長 円 筒 形 の 電 池 ケ ー ス １ 内 に 図 示 し な い 発 電 要 素 等 を 密 閉 す る よ う に な っ
て い る 。 こ の よ う な 大 型 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 電 池 ケ ー ス １ も 、 以 前 は ケ ー ス 本 体 部 １
ａ と 蓋 部 １ ｂ に ス テ ン レ ス 鋼 材 を 用 い て い た が 、 最 近 で は 、 電 池 の 軽 量 化 の た め に 、 ア ル
ミ ニ ウ ム 合 金 材 、 例 え ば Ｊ Ｉ Ｓ Ａ ３ ０ ０ ３ 、 を 用 い る こ と が 多 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 従 来 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 は 、 特 に 大 型 の 場 合 に は 組 電 池 と し て 用 い る こ と が 多 い
の で 、 電 池 ケ ー ス １ を 熱 収 縮 性 の 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 や ポ リ オ レ フ ィ ン 系 の 合 成 樹 脂 等 の チ ュ
ー ブ で 覆 い 加 熱 収 縮 さ せ る こ と に よ り 周 囲 を 絶 縁 す る よ う に し て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 と こ ろ が 、 電 池 ケ ー ス １ を 熱 収 縮 性 チ ュ ー ブ で 覆 う と 、 電 池 が 海 水 や 水 に 濡 れ た 場 合 に
、 こ の 熱 収 縮 性 チ ュ ー ブ の 端 部 か ら 電 池 ケ ー ス １ と の 間 に こ れ ら の 海 水 や 水 が 染 み 込 み い

し 、 フ ッ
素 を 含 む 電 解 液 を 備 え た

セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン グ に よ る 被 膜 、 ま た は ア ル ミ ニ ウ ム の 酸 化 被
膜 処 理 に よ る 被 膜 が



つ ま で も 抜 け な い よ う に な る 。 ま た 、 結 露 に よ っ て 熱 収 縮 性 チ ュ ー ブ の 隙 間 に 水 分 が 溜 ま
る こ と も あ る 。 こ の た め 、 電 池 ケ ー ス １ に ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 を 用 い た 場 合 に 、 こ の 電 池
ケ ー ス １ と 熱 収 縮 性 チ ュ ー ブ と の 間 に 海 水 や 水 が 浸 入 す る と 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 が 腐 食
さ れ て 電 池 ケ ー ス １ に 孔 が 開 き 、 電 解 液 の 液 漏 れ を 起 こ す お そ れ が あ る と い う 問 題 が あ っ
た 。 特 に 、 高 い 耐 候 性 や 長 期 信 頼 性 が 要 求 さ れ る 船 舶 や 航 空 宇 宙 用 等 に 用 い ら れ る 非 水 電
解 質 二 次 電 池 の 場 合 に 、 こ の よ う な 問 題 が 顕 在 化 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 事 情 に 対 処 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 電 池 ケ ー ス を 合 成 樹 脂 塗
料 や セ ラ ミ ッ ク ス や ア ル マ イ ト で 被 覆 す る こ と に よ り 、 電 池 ケ ー ス の ア ル ミ ニ ウ ム が 腐 食
さ れ る こ と の な い 電 池 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 電 池 ケ ー ス で 内 部 を 密 閉 し

電 池 に お い て 、 電 池 ケ ー ス の 外 表 面 に
形 成 さ れ た こ と を 特

徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
＿
【 ０ ０ ０ ９ 】
＿
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 の 発 明 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン グ を 施 す こ と に よ り 電 池 ケ ー ス の 外 表
面 を 被 膜 で 覆 う の で 、 こ の 電 池 ケ ー ス が 絶 縁 さ れ る と 共 に 、 こ の 電 池 ケ ー ス の ア ル ミ ニ ウ
ム 材 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 に 直 接 海 水 や 水 が 接 触 す る こ と が な く な り 、 腐 食 の お そ れ が
な く な る 。 特 に 、 セ ラ ミ ッ ク は 、 絶 縁 性 や 耐 食 性 が 劣 化 す る よ う な こ と が な く 、 ア ル ミ ナ
に よ る セ ラ ミ ッ ク の 被 膜 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 材 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 表 面 に 強 固 に 接 着
す る の で 、 剥 離 し 難 く 丈 夫 な 被 覆 材 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
＿
【 ０ ０ １ ２ 】
　 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 酸 化 被 膜 処 理 に よ り 電 池 ケ ー ス の 外 表 面 を ア ル マ イ ト の 被 膜 で
覆 う の で 、 こ の 電 池 ケ ー ス の 外 表 面 が 絶 縁 さ れ る と 共 に 、 こ の 電 池 ケ ー ス の ア ル ミ ニ ウ ム
材 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 に 直 接 海 水 や 水 が 接 触 す る こ と が な く な り 、 腐 食 の お そ れ が な
く な る 。 特 に 、 ア ル マ イ ト は 、 絶 縁 性 や 耐 食 性 が 劣 化 す る よ う な こ と が な く 、 ア ル マ イ ト
の 被 膜 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 材 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 表 面 に 酸 化 被 膜 処 理 に よ っ て 形 成 さ
れ る の で 、 剥 離 し 難 く 丈 夫 な 被 覆 材 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 電 池 ケ ー ス の 外 表 面 に 形 成 さ れ た セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン グ に よ る 被 膜 又 は
酸 化 被 膜 処 理 に よ る 被 膜 の 表 面 に さ ら に 合 成 樹 脂 塗 料 の 被 膜 形 成 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 に よ れ ば 、 電 池 ケ ー ス を 覆 う セ ラ ミ ッ ク 被 膜 又 は ア ル マ イ ト 被 膜 が さ ら に 合 成 樹 脂
塗 料 で 覆 わ れ る の で 、 こ の 電 池 ケ ー ス の ア ル ミ ニ ウ ム 材 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 腐 食 の
お そ れ を 確 実 に な く し 絶 縁 性 も 高 め る こ と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 こ の よ う な 合 成 樹
脂 塗 料 の 被 膜 は 、 脆 い セ ラ ミ ッ ク 被 膜 や ア ル マ イ ト 被 膜 を 保 護 す る こ と も で き る 。 さ ら に
、 こ の 合 成 樹 脂 塗 料 の 被 膜 は 、 多 孔 質 の セ ラ ミ ッ ク 被 膜 や ア ル マ イ ト 被 膜 に よ っ て 接 着 性
が 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 、 前 記 合 成 樹 脂 塗 料 の 被 膜 に ア ル ミ ニ ウ ム の 腐 食 を 防 止 す る 防 錆 剤 混 合 し て も よ
い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 に よ れ ば 、 電 池 ケ ー ス を 覆 う 合 成 樹 脂 塗 料 の 被 膜 に 防 錆 剤 が 混 合 さ れ る の で 、 こ の
電 池 ケ ー ス の ア ル ミ ニ ウ ム 材 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 腐 食 の お そ れ を 確 実 に な く す こ と
が で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ ～ 図 ２ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 図 １ は 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の
電 池 ケ ー ス の 構 成 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は ケ ー ス 本 体 部 の 外 表 面 に 形 成 さ れ た 被 膜 を 示 す 部
分 拡 大 横 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ３ ～ 図 ４ に 示 し た 従 来 例 と 同 様 の 機 能 を 有 す る 構 成 部 材
に は 同 じ 番 号 を 付 記 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 図 ４ に 示 し た も の と 同 様 の 大 型 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 に つ い て 説 明 す る
。 こ の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 電 池 ケ ー ス １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 長 円 筒 形 容 器 状 の ア ル
ミ ニ ウ ム 合 金 製 の ケ ー ス 本 体 部 １ ａ と 長 円 形 板 状 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 蓋 部 １ ｂ と か ら
な る 。 ケ ー ス 本 体 部 １ ａ の 内 部 に は 、 集 電 板 ２ ， ３ を 介 し て 正 負 極 の 端 子 ４ ， ５ を 接 続 し
た 図 示 し な い 発 電 要 素 が 収 納 さ れ る 。 ま た 、 蓋 部 １ ｂ は 、 こ の ケ ー ス 本 体 部 １ ａ の 上 端 開
口 部 に 嵌 め 込 ま れ 、 接 合 部 を レ ー ザ 溶 接 に よ り 溶 着 す る こ と に よ り 内 部 を 密 閉 す る 。 正 負
極 の 端 子 ４ ， ５ の 上 端 部 は 、 こ の 蓋 部 １ ｂ の 開 口 孔 か ら そ れ ぞ れ 絶 縁 封 止 さ れ て 突 出 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
＿
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ＿
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ＿
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ＿
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ＿
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 電 池 ケ ー ス １ 、 長 円 筒 形 容 器 状 の ア ル ミ ニ ウ ム 合
金 製 の ケ ー ス 本 体 部 １ ａ と 長 円 形 板 状 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 蓋 部 １ ｂ と で 構 成 さ れ る

実 施 形 態 で は 、 ケ ー ス 本 体 部 １ ａ と 蓋 部 １ ｂ の 外 表 面 に 、 事 前 に セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン
グ を 施 し て 、 セ ラ ミ ッ ク の 被 膜 ６ を 形 成 し て お く 。 セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン グ は 、 母 材 の 表
面 を 覆 う よ う に し て セ ラ ミ ッ ク の 被 膜 ６ を 形 成 す る 技 術 で あ り 、 こ こ で は プ ラ ズ マ に よ っ
て 溶 融 し た セ ラ ミ ッ ク を ケ ー ス 本 体 部 １ ａ や 蓋 部 １ ｂ の 外 表 面 に 吹 き 付 け る こ と に よ り コ
ー テ ィ ン グ を 行 う 。 こ の セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン グ に は 、 ア ル ミ ナ （ 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム ） を
用 い る 。 通 常 、 セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン グ に は 、 溶 融 が 容 易 な こ の ア ル ミ ナ や ジ ル コ ニ ア 等
が 用 い ら れ る 。 た だ し 、 ケ ー ス 本 体 部 １ ａ の 上 端 開 口 部 に 蓋 部 １ ｂ を 嵌 め 込 ん で レ ー ザ 溶
接 す る 際 に は 、 こ の セ ラ ミ ッ ク の 被 膜 ６ が ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 溶 着 の 障 害 と な る た め 、
ケ ー ス 本 体 部 １ ａ の 上 端 開 口 縁 と 、 蓋 部 １ ｂ の 外 表 面 の 周 縁 部 は 、 予 め セ ラ ミ ッ ク コ ー テ
ィ ン グ し な い よ う に す る か 、 レ ー ザ 溶 接 の 前 に 被 膜 ６ を 除 去 し て お く 必 要 が あ る 。 レ ー ザ
溶 接 後 は 、 こ の 溶 接 部 に も セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン グ を 施 す こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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こ の よ う な 防 錆 剤 と し て は 、 例 え ば フ ッ 酸 （ Ｈ Ｆ ） を 吸 着 す る ア ル
ミ ナ や ジ ル コ ニ ア 又 は 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 等 の ア ル カ リ 土 類 金 属 酸 化 物 や 、 マ グ ネ シ ウ ム 又
は ア ル ミ ニ ウ ム の 水 酸 化 仏 及 び 炭 酸 化 合 物 が あ る 。 非 水 電 解 質 二 次 電 池 は 、 電 解 液 に フ ッ
酸 を 含 む も の が あ る 。 こ の た め 、 フ ッ 酸 を 吸 着 す る 防 錆 剤 を 混 入 し て お け ば 、 組 電 池 中 の
他 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 か ら 電 解 液 が 液 漏 れ し て フ ッ 酸 が 電 池 ケ ー ス の 外 表 面 に 接 触 し て
も 、 こ の 電 池 ケ ー ス の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 が 腐 食 さ れ ぬ よ う に す る こ と が で き る 。
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。
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　 上 記 構 成 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 は 、 電 池 ケ ー ス １ の 外 表 面 が セ ラ ミ ッ ク の 被 膜 ６ で 覆 わ
れ る の で 、 こ の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 を 組 電 池 と し て 用 い た 場 合 に 、 各 電 池 ケ ー ス １ 同 士 の
間 を 絶 縁 す る こ と が で き る 。 し か も 、 こ の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 が 海 水 や 水 に 濡 れ た 場 合 に
も 、 こ の 被 膜 ６ に 遮 蔽 さ れ て 電 池 ケ ー ス １ の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 に 直 接 海 水 や 水 が 接 触 す
る こ と が な く な り 、 腐 食 の お そ れ が な く な る 。 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク は 、 無 機 物 で あ り 経 年 変
化 も 非 常 に 少 な い の で 、 こ れ ら の 絶 縁 性 や 耐 食 性 が 劣 化 す る よ う な こ と が な い 。 さ ら に 、
ア ル ミ ナ に よ る セ ラ ミ ッ ク の 被 膜 ６ は 、 電 池 ケ ー ス １ の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 表 面 に 食 い
込 ん で 強 固 に 接 着 す る の で 、 剥 離 し 難 く 丈 夫 な 被 覆 材 と な る 。 ま た 、 ア ル ミ ナ は フ ッ 酸 を
吸 着 す る の で 、 組 電 池 中 の 他 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 か ら 電 解 液 が 液 漏 れ し て フ ッ 酸 が 電 池
ケ ー ス １ の 外 表 面 に 接 触 し た 場 合 に も 、 こ の 電 池 ケ ー ス １ の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 が 腐 食 さ
れ る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 ケ ー ス 本 体 部 １ ａ に 蓋 部 １ ｂ を レ ー ザ 溶 接 し て 非 水 電 解 質 二 次 電 池 を 組 み 立 て た
後 に 、 電 池 ケ ー ス １ の 外 表 面 に セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン グ を 施 す こ と も で き る 。 こ の セ ラ ミ
ッ ク コ ー テ ィ ン グ の 際 に は 、 端 子 ４ ， ５ に セ ラ ミ ッ ク が 付 着 し な い よ う に マ ス キ ン グ し て
お く 。 組 み 立 て 後 に セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン グ を 施 す 場 合 に は 、 レ ー ザ 溶 接 の 溶 接 部 も 同 時
に コ ー テ ィ ン グ す る こ と が で き る の で 、 被 覆 を 確 実 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 施 形 態 で は 、 ケ ー ス 本 体 部 １ ａ と 蓋 部 １ ｂ の 外 表 面 に の み 被 膜 ６ を 形 成 す
る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 内 表 面 に も 被 膜 ６ を 形 成 す れ ば 、 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 電 解
液 中 の フ ッ 酸 を 吸 着 す る こ と に よ り 、 こ の フ ッ 酸 が 電 池 ケ ー ス １ の 内 表 面 を 腐 食 す る の を
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 第 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 図 １ ～ 図 ２ に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 機
能 を 有 す る 構 成 部 材 に は 同 じ 番 号 を 付 記 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 電 池 ケ ー ス １ も 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 長 円 筒 形
容 器 状 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の ケ ー ス 本 体 部 １ ａ と 長 円 形 板 状 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 蓋
部 １ ｂ と で 構 成 さ れ る 。 し か し 、 本 実 施 形 態 で は 、 ケ ー ス 本 体 部 １ ａ と 蓋 部 １ ｂ に 、 事 前
に 酸 化 被 膜 処 理 を 施 し て 、 こ れ ら の 表 面 に ア ル マ イ ト （ 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム ） の 被 膜 ６ を 形
成 し て お く 。 酸 化 被 膜 処 理 と し て は 、 例 え ば 電 解 液 中 で ケ ー ス 本 体 部 １ ａ と 蓋 部 １ ｂ を そ
れ ぞ れ 陽 極 と す る こ と に よ り 表 面 を 酸 化 さ せ る 陽 極 酸 化 を 用 い る 。 た だ し 、 ケ ー ス 本 体 部
１ ａ の 上 端 開 口 部 に 蓋 部 １ ｂ を 嵌 め 込 ん で レ ー ザ 溶 接 す る 際 に は 、 こ の ア ル マ イ ト の 被 膜
６ が ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 溶 着 の 障 害 と な る た め 、 ケ ー ス 本 体 部 １ ａ の 上 端 開 口 縁 と 、 蓋
部 １ ｂ の 外 表 面 の 周 縁 部 は 、 予 め マ ス キ ン グ し て 酸 化 さ せ な い よ う に す る か 、 レ ー ザ 溶 接
の 前 に 被 膜 ６ を 除 去 し て お く 必 要 が あ る 。 レ ー ザ 溶 接 後 は 、 こ の 溶 接 部 に も 酸 化 被 膜 処 理
を 施 す こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 構 成 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 は 、 電 池 ケ ー ス １ の 外 表 面 が ア ル マ イ ト の 被 膜 ６ で 覆 わ
れ る の で 、 こ の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 を 組 電 池 と し て 用 い た 場 合 に 、 各 電 池 ケ ー ス １ 同 士 の
間 を 絶 縁 す る こ と が で き る 。 し か も 、 こ の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 が 海 水 や 水 に 濡 れ た 場 合 に
も 、 こ の 被 膜 ６ に 遮 蔽 さ れ て 電 池 ケ ー ス １ の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 に 直 接 海 水 や 水 が 接 触 す
る こ と が な く な り 、 腐 食 の お そ れ が な く な る 。 ま た 、 ア ル マ イ ト は 、 無 機 物 で あ り 経 年 変
化 も 非 常 に 少 な い の で 、 こ れ ら の 絶 縁 性 や 耐 食 性 が 劣 化 す る よ う な こ と が な い 。 さ ら に 、
ア ル マ イ ト の 被 膜 ６ は 、 電 池 ケ ー ス １ の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 表 層 部 を 酸 化 し て 形 成 さ れ
る の で 、 剥 離 す る よ う な こ と が な く 丈 夫 な 被 覆 材 と な る 。 ま た 、 ア ル マ イ ト は フ ッ 酸 を 吸
着 す る の で 、 組 電 池 中 の 他 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 か ら 電 解 液 が 液 漏 れ し て フ ッ 酸 が 電 池 ケ
ー ス １ の 外 表 面 に 接 触 し た 場 合 に も 、 こ の 電 池 ケ ー ス １ の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 が 腐 食 さ れ
る の を 防 ぐ こ と が で き る 。 ア ル マ イ ト 層 の 厚 み は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 厚 さ １ μ ｍ ～ １ ０
０ μ ｍ が 適 当 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ５ μ ｍ ～ ３ ０ μ ｍ で あ る 。 厚 さ が 薄 い と 腐 食 を 防
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止 す る 効 果 が 小 さ く な り 、 厚 さ を 厚 く す る と 製 造 コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 が 発 生 す る
。 さ ら に 、 ケ ー ス 本 体 部 １ ａ や 蓋 部 １ ｂ は 、 陽 極 酸 化 に よ っ て 内 表 面 に も 被 膜 ６ が 形 成 さ
れ る の で 、 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 電 解 液 中 の フ ッ 酸 を 吸 着 す る こ と に よ り 、 こ の フ ッ 酸 が
電 池 ケ ー ス １ の 内 表 面 を 腐 食 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 ケ ー ス 本 体 部 １ ａ に 蓋 部 １ ｂ を レ ー ザ 溶 接 し て 非 水 電 解 質 二 次 電 池 を 組 み 立 て た
後 に 、 電 池 ケ ー ス １ の 外 表 面 に 酸 化 被 膜 処 理 を 施 す こ と も で き る 。 こ の 酸 化 被 膜 処 理 の 際
に は 、 端 子 ４ ， ５ が 酸 化 し な い よ う に マ ス キ ン グ し て お く 。 組 み 立 て 後 に 酸 化 被 膜 処 理 を
施 す 場 合 に は 、 レ ー ザ 溶 接 の 溶 接 部 に も 同 時 に 被 膜 ６ を 形 成 す る こ と が で き る の で 、 被 覆
を 確 実 に す る こ と が で き る 。 た だ し 、 こ の 場 合 に は 、 ケ ー ス 本 体 部 １ ａ や 蓋 部 １ ｂ の 内 表
面 に は 被 膜 ６ が 形 成 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 上 記 第 ２ と 第 ３ の 実 施 形 態 で ケ ー ス 本 体 部 １ ａ と 蓋 部 １ ｂ の 外 表 面 に 形 成 さ れ る
セ ラ ミ ッ ク の 被 膜 ６ 又 は ア ル マ イ ト の 被 膜 ６ の 表 面 に は 、 さ ら に 合 成 樹 脂 塗 料 の 被 膜 ６ を
重 ね て 形 成 す る こ と も で き る 。 そ し て 、 こ の 合 成 樹 脂 塗 料 の 被 膜 ６ に は 、 上 記 防 錆 剤 を 混
入 す る こ と も で き る 。 こ の よ う に 被 膜 ６ を 重 ね て 形 成 す れ ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 腐 食
の お そ れ を 確 実 に な く し 絶 縁 性 も 高 め る こ と が で き る よ う に な る 。 し か も 、 セ ラ ミ ッ ク の
被 膜 ６ や ア ル マ イ ト の 被 膜 ６ は 硬 度 が 高 く 脆 い た め 、 こ れ を 柔 軟 な 合 成 樹 脂 塗 料 の 被 膜 ６
で 覆 い 保 護 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 セ ラ ミ ッ ク の 被 膜 ６ や ア ル マ イ ト の 被 膜 ６ は 、 表
面 が 多 孔 質 で あ る た め 、 合 成 樹 脂 塗 料 の 接 着 性 を 高 め る こ と も で き る 。 合 成 樹 脂 塗 料 の 厚
み は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 厚 み １ ０ μ ｍ ～ ５ ０ ０ μ ｍ が 適 当 で あ り 、 さ ら に 好 ま し い 範
囲 は 、 ５ ０ μ ｍ ～ ３ ０ ０ μ ｍ で あ る 。 厚 み が 薄 い と セ ラ ミ ッ ク や ア ル マ イ ト の 皮 膜 を 保 護
す る 効 果 が 小 さ く な り 、 厚 み が 厚 い と 電 池 の 放 熱 性 が 低 下 し た り 、 製 造 コ ス ト が 高 く な る
と い う 問 題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 上 記 第 １ ～ 第 の 実 施 形 態 で は 、 大 型 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 電 池 ケ ー ス １ に
お け る ケ ー ス 本 体 部 １ ａ と 蓋 部 １ ｂ の 外 表 面 に 被 膜 ６ を 形 成 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が
、 電 池 の 種 類 や 電 池 ケ ー ス １ の 構 成 は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 電 池 ケ ー ス １ の 材 質 が ア ル ミ
ニ ウ ム 合 金 で あ る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 純 ア ル ミ ニ ウ ム を 用 い る こ と も で き る 。 さ ら
に 、 上 記 第 １ ～ 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 電 池 ケ ー ス １ の 外 表 面 全 体 に 被 膜 ６ を 形 成 す る 場 合
に つ い て 説 明 し た が 、 例 え ば 図 ３ に 示 し た よ う な 小 型 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の よ う に 電 池
ケ ー ス １ 自 体 が 電 極 と な る 場 合 に は 、 一 部 に 被 膜 ６ を 形 成 し な い 部 分 を 残 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 電 池 に よ れ ば 、 電 池 ケ ー ス が 絶 縁 性 の 被 膜 で
覆 わ れ る の で 、 こ の 電 池 ケ ー ス の 外 表 面 が 絶 縁 さ れ る と 共 に 、 こ の 電 池 ケ ー ス の ア ル ミ ニ
ウ ム 材 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 に 直 接 海 水 や 水 が 接 触 し て 腐 食 の お そ れ が な く な り 、 信 頼
性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 電 池 ケ ー ス の
構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 ケ ー ス 本 体 部 の 外 表 面 に 形 成 さ れ た
被 膜 を 示 す 部 分 拡 大 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 小 型 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 大 型 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１  電 池 ケ ー ス
１ ａ  ケ ー ス 本 体 部
１ ｂ  蓋 部
６  被 膜
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